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インバウンドを取り込むための観光に関する一考察
～金沢を例として～
高原尚志 1* 、高辻春菜 2、井上春菜 3 
近年、海外からの旅行者の需要、いわゆるインバウンドを取り込むための試みが盛んに
行われるようになってきた。最近では、東京から大阪に掛けてのいわゆるゴールデンルー
トだけではなく、地方へと海外からの旅行者の目も向き始めている。各地の観光協会や旅
行者はこのインバンドを取り組むため、様々な取り組みを行っている。この際、日本人に
定番の観光資源だけではなく、日本人には分からないが海外からの旅行者には大変魅力的
な観光資源を見出すことが重要である。渋谷のスクランブル交差点などはこれに関しての
有名な例のひとつであるが、地方を訪れる海外からの旅行者が魅力を感じるものとして、
日本の伝統的な街並みなども上げることができる。著者らは、金沢を例として、日本人と
海外からの旅行者の興味（評価）の違いに注目して、海外からの旅行者の視点から金沢の
観光資源を見出す取り組みを行ってきた。そこで本稿では、今までの取り組みを整理した
後、考察として概観し、今後の方向性について検討する。この取り組みは、金沢だけでは
なく、新潟県が佐渡金銀山の世界遺産登録を目指す上でも参考になるものと考える。
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はじめに 
 北陸新幹線の開通以来、金沢を訪れる観光客
は急増している 1)。海外からの観光客の姿も目
立つ 2)。そこで本稿では、卒業論文や学会発表
など過去に学生が行った金沢に関する研究をま
とめるとともに独自の観点から考察を加える。
これにより、金沢におけるインバウンドのなお
一層の取り込みに貢献できれば幸いである。
 なお、本稿は以下の構成となっている。まず
既存研究（学生の研究）の章で過去に学生が行
った研究や現在学生が進めている研究を紹介し、
次に考察で紹介した既存研究をもとに著者の考
察を示す。そして、最後に結語にて、全体のま
とめを行い、以下参考文献を示す。
既存研究（学生の研究） 
高辻らの研究（兼六園の分析） 
高辻らは、文献 3)において、世界最大の観光
サイトである Trip Advisor4)における訪日外国人
の評価（5 段階評価）をもとに、金沢の代表的
観光地である兼六園について、総合的な分析、
季節別の分析、タイプ別の分析などを行ってい
る。また、自然言語分析ソフトである KH Coder5)
を用いて、口コミ情報を解析し、上記評価に至
った要因を分析している。更に、分析結果をも
とに、季節別にインバウンドを更に取り込むた
めの提案を行っている。また、高辻らは、観光
客に大きな影響を与えると考えられる旅行ガイ
ドブックについても分析し、各ガイドブック間
の比較も合わせて行っている。
以降、文献 3)に示されている高辻らの研究内
容について紹介する。
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高辻らは、第 2 章で、日本人と海外からの旅
行者それぞれについて、5 段階評価と考察、2
点、3 点、4 点と回答した旅行者について、それ
ぞれの評価の要因分析を行っている。加えて、
季節別の評価（5 段階）や families、couples、solo、
friends の旅行者のタイプ別の総合分析や季節別
の分析などを行い、最後にタイプ別評価間の比
較も行っている。その結果、外国人観光客が一
番訪れている季節は春で一番少ないのは冬であ
るのに対して、日本人の場合は、海外からの旅
行者と同じく春に訪れる観光客が一番多いが、
一番少ないのは夏であるという結果になった
（図 1）。 
図 1 外国人と日本人観光客の季節別書込み数
（文献 3)より引用） 
また、評価では、海外からの旅行者の場合、
他の季節と比較して冬が低いが、日本人の場合
は、四季を通して平均的であるので、海外から
の旅行者の場合、冬に訪れる人が少なく、日本
人の場合は、四季を通して平均的に訪れている
のではないかという考察も行っている（図 2）。 
図 2 外国人と日本人観光客の季節別評価 
（文献 3)より引用） 
更に、海外からの旅行者のタイプ別の評価の
分析では、恋人同士の旅行(couples)と仕事の場
合が高く(business)、家族旅行(families)と一人旅
(solo)での評価は平均点で友達同士の旅行
(friends)の評価が極端に低い（図 3）。 
図 3 海外からの旅行者のタイプ別評価 
（文献 3)より引用） 
また、タイプ別の季節ごとの評価では、
families が春と秋の評価が高いのに対して、
couples は春の評価が高く、夏は平均値で、秋と
冬の評価が低いことを示している。更に、solo
では、春夏冬の評価は高いが秋の評価は低く、
friends では、春夏秋に比べて冬の評価が低いこ
とも合わせて示されている（図 4）。 
第 3 章では、フリーの自然言語解析ソフトで
ある KH Coder の対応分析や KWIC コンコーダ
ンス、関連語検索などの機能を用いて、季節ご
とに頻出する言語を分析し、その結果に対する
考察を加えている。更に、上記の分析をもとに、
季節ごとに外国人旅行者を取り込むための提案
も行っている。KH Coder での分析の結果、春に
は cherry、blossom、plum、flower、tea、house
などの単語が多く出現していることから、海外
からの観光客の多くが日本の文化であるお花見
を楽しんでいると考えられるとの意見を述べて
いる。また、兼六園内の人気スポットである時
雨亭と呼ばれる茶室から庭園を眺めながら茶道
を楽しんでいると考えられるとも述べている。
夏は、iris、bloom、feature、stream、pond など
の単語が多く出現していることから、海外から
の旅行者の多くが夏の花の鑑賞を楽しんでいる
と考えられ、また夏は気温が高いこともあり、
池や滝、噴水など水をモチーフにした場所が人
気を集めていると考えられるとも述べている。
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図 4 タイプ別季節別評価
（文献 3)より引用） 
秋は、color、leaf、grounds などの単語が多く
出現していることから、海外からの旅行者の多
くが紅葉を楽しみ、また金箔ソフトクリームが
人気を集めていると考えられると述べている。
冬は、beauty、scenery、snow、weather などの単
語が多く出現していることから、海外からの旅
行者の多くが冬景色を楽しんでおり、他の季節
と比べて天候を気にしている人が多いと考えら
れるとの意見を述べている（図 5）。 
図 5 対応分析の結果（文献 3)より引用） 
第 4 章では、Michelin Green Guide Japan6)や
Lonely Planet Japan7)など海外の旅行者向けのガ
イドブックについて、兼六園の紹介のされ方な
どを分析している。また、るるぶ 8)やタビハナ
9)など日本のガイドブックでの紹介にも触れた
後、各旅行ガイドの比較・考察を行っている。
分析されている旅行ガイドブックは、上記で紹
介したものの他、海外からの旅行者向けでは、
Discover Japan10)、Fordor’s Japan11)、To Japan With 
Love12)、日本人向けのガイドブックではぶらっ
と散歩コース 13)が紹介されている。旅行ガイド
ブックの分析では、兼六園が日本の三名園のひ
とつであること、名前の由来（六勝）について
述べていることが、日本のガイドブックと海外
のガイドブックに共通に記載されている項目で
あることが指摘され、日本のガイドブックでは
六勝は「宏大、幽篴、人力、蒼古、水泉、眺望」
と表現されているのに対して、海外のガイドブ
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ックでは、六勝を直接表現する英語がないため、
六勝は著者の解釈によって、異なる英語に翻訳
されていることがあるとの指摘を行っている。
井上らの研究（金沢全体の分析）
井上らは、文献 15)の中で、金沢の主な観光
地における日本人と海外からの旅行者の評価の
比較を Trip Advisor での評価を用いて行ってい
る。その中で、日本人と海外からの旅行者の評
価の差が特に大きかった妙立寺（通称、忍者寺）
と近江町市場に注目し、その要因を分析してい
る。井上らによると、妙立寺では、日本人の評
価は高い（全体の 2 位）が、海外の旅行者から
の評価は低い（全体の 7 位）（図 6）。 
図 6 日本人と欧米人の順位の比較 
（文献 15)より引用） 
その要因として、英語の資料が簡単なものし
かなく、加えて妙立寺境内のツアー中は翻訳が
禁止されているため、忍者の仕掛けなどが海外
の旅行者には理解しづらく評価が低くなってい
るとの分析を行っている。また、これを解決す
るために、英語の資料を充実させ、英語による
外国人向けのツアーを検討するなどの提案も合
わせてなされている。一方、近江町市場では、
妙立寺とは逆に、日本人の評価は低い（全体の
11 位）が、欧米人の評価は低くはない（全体の
6 位）。井上らによると、その要因として、北陸
新幹線の開通に伴い、商品の値段が観光地価格
になり、高いという印象を持たれているためと
分析している。これに対して、海外からの旅行
者は、観光地価格は織り込み済みなため、価格
に対する不満よりも、食材が豊富であるという
ことに満足しているとの分析がなされている。
日本人にも受け入れられるようにするためには、
価格の見直しを検討する必用があるとも述べて
いる。
また、一人旅、家族旅行などのタイプ別に分
析では、海外からの旅行者はどのタイプにおい
ても兼六園の評価が高く、日本人では、前述の
通り、全体として妙立寺の評価が高いが、特に、
カップルや一人旅、友達同士の旅のように少人
数の旅での評価が高くなっているということが
述べられている（図 7）。 
図 7 タイプ別評価（文献 15)より引用） 
季節別では、海外からの旅行者では、全季節
ともに兼六園の評価が高いのに対して、日本人
では、春夏秋では妙立寺の評価が高いが、冬だ
けは、伊勢志摩の評価が高くなっていることが
示されている（図 8）。 
更に井上らは、実際に金沢を訪れ、文献 15)
で示されている評価の観光地を身をもって体感
し、その結果を文献 16)で示した。 
文献 16)では、Trip Advisor での評価が高かっ
た観光地を 10 か所取り上げ、日本人の評価と海
外からの旅行者の評価を比較している（図 9）。 
－84－
インバウンドを取り込むための観光に関する一考察
図 8 季節別評価（文献 15)より引用） 
図 9 10 か所の評価（文献 16)より引用） 
（ひがし茶屋街、主計町茶屋街、近江町市場、
兼六園、金沢城公園、金沢 21 世紀美術館、長町
武家屋敷跡、妙立寺、にし茶屋街）
その結果、文献 15)で示した近江町市場や妙
立寺と並んで主計町茶屋街の評価の差が大きい
ことが分かった。この内、日本人の評価は、全
10 か所中 4 位であるが、外国人旅行者の評価は
9 位と低い。現地を訪れその要因を分析した結
果、主計町茶屋街では、他の茶屋街（にし茶屋
街、ひがし茶屋街）に比べて店舗の数が少ない
ことを挙げている。一方で、川沿いにあるため、
風情があるため、日本人の評価は低くないので
はないかとも述べている。この他、21 世紀美術
館や長町武家屋敷跡などについても取り上げ、
現地を訪れての分析がなされている。以下に、
分析結果を示す（16)より引用）。 
・ひがし茶屋街 
日本人・欧米人の評価の順位は共に 10 か所
中 5 位となっている。その理由として、茶屋街
の建物や街並みはとても魅力的であるが、少し
入りにくい雰囲気のお店が多いためと考えられ
る。また、カフェが沢山あるため事前に行きた
い所を決めておくと良い。 
・主計町茶屋街 
日本人の評価の順位は 4 位であるが、欧米人
の評価は 9 位である。その理由として、ひがし
茶屋街と比べるとお店の数が少ないことがあげ
られる。しかし、川沿いにあるためとてもいい
雰囲気である。 
・近江町市場 
欧米人の評価の順位は 3 位であるが、日本人
の順位は 10 か所中 8 位と低評価である。その理
由として、魚介類の値段が観光客向けに効果に
設定されており、日本人には高く感じてしまう
ためと考えられる。 
例）海鮮丼…￥2,900 
・兼六園 
欧米人の評価の順位は 1 位であり、日本人の
順位は 2 位と両者とも高評価である。その理由
として、広大な敷地の日本庭園の景色や、茶室
でお茶と和菓子が楽しめ、日本の文化をダイレ
クトに感じることができるためと考えられる。 
・金沢城公園 
日本人・欧米人の評価の順位は共に 10 か所中
7 位とあまり高評価とは言えない。その理由と
して、「金沢城公園」と名称に「城」とついてい
るのに天守閣がないためと考えられる。 
・金沢 21 世紀美術館 
21 世紀美術館は他の観光地よりも海外から
の観光客が多いと感じた。「スイミング・プール」
という展示がとても人気で混みあっていた。そ
の理由としてインスタグラムなどの SNS の影響
が挙げられる。 
・金沢駅 
欧米人の評価の順位は 2 位で、日本人の順位
は 3 位であり両者とも高評価である。その理由
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として、金沢を象徴する鼓門があったり、土産
物屋が沢山あることが欧米人の高評価につなが
っていると考えられる。 
・長町武家屋敷跡 
日本人・欧米人の評価の順位は共に 6 位であ
る。その理由として、街並みや雰囲気はとても
いいが観光客向けの飲食店や土産物屋が少ない
ためだと考えられる。 
・妙立寺 
日本人の評価の順位は 10か所中 1位であるが、
欧米人の順位は 4 位である。その理由として、
妙立寺を巡るツアーは全て日本語で行われてお
り、欧米人には英語の資料を渡しているものの
簡単な説明文しか書かれていないためと考えら
れる。 
・にし茶屋街 
日本人・欧米人の評価の順位は共に 10 か所中
10 位と最下位である。その理由として、お店の
数はさほど多くはないので、長時間滞在するの
には向いていないことがあげられる。また、他
の 2 つの茶屋街とは少し離れた位置にあること
もあげられる。 
考察 
上記において、学生の金沢についての研究結
果を示した。2016 年度に行われた高辻らの研究
では、金沢の代表的な観光地である兼六園に絞
って、日本人及び海外からの旅行者の評価につ
いて、旅行者のタイプ別、季節別に分析を行っ
た。その結果、日本人よりも海外からの旅行者
の方が評価が高いことが分かった。またタイプ
別の季節別評価の分析では、families は春と秋の
評価が高いのに対して、couples は秋の評価はそ
れほど高くなく、solo は秋の評価が、friends は
冬の評価が低いという結果となり、大変興味深
かった。この結果の要因を分析すれば、インバ
ウンドを取り込む際に大変参考になるのではな
いかと考えている。
また上記高辻らの研究を受け継ぐ形で 2017
年度に行われている井上らの研究では、高辻ら
の研究が兼六園に絞ったのに対して、金沢全体
まで視野を広げている。この中で、妙立寺（通
称、忍者寺）の評価について、日本人の評価は
高いが海外からの旅行者の評価は低いというこ
とについて、英語でのアナウンスなど海外から
の旅行者向けのサービスの充実が課題として上
げられている。この点は、佐渡金銀山の世界遺
産化を目指す新潟県にとっても、大変参考にな
るのではないかと考えている。
更に著者が注目したのは、季節別評価におけ
る日本人の秋の志摩の評価が他に比べて非常に
高いことである。美しい景観を楽しんでいるも
のと考えられる。これに対して、海外からの旅
行者の評価は春と夏にある程度あるものの秋に
ついてはほとんど評価されていない。今後、秋
の志摩の美しさを海外からの旅行者にも知って
もらうようにしてはどうかと考える。この点に
ついては、新潟県の佐渡についても共通する部
分があると考えられ、佐渡の美しさを海外から
の旅行者に知ってもらうことによって、佐渡の
国際的な価値が高まり、世界遺産登録に向けた
大きな一歩となるのではないかと考える。また、
井上らは文献 16)において、金沢にある 3 つの
茶屋街（ひがし茶屋街、主計町茶屋街、にし茶
屋街）についても触れており、それぞれの茶屋
街の海外からの旅行者の評価が低いことを取り
上げ、その要因についても述べている（ひがし
茶屋街（5 位）、主計町茶屋街（9 位）、にし茶屋
街（10 位））。インバウンドという観点から考え
ると、今日、「東京－箱根－富士山―名古屋京都
－大阪」といういわゆるゴールデンルート 17)
から地方に目を向け始めており、特に日本的な
街並みを求める海外からの旅行者が増えつつあ
る。この意味から上記 3 つの茶屋街は、海外か
らの旅行者にとっては大変魅力的で、井上らが
指摘しているように、店が分かりづらいことが
低評価の要因であるならば、案内するためのガ
イドブックなどを海外からの旅行者により分か
り易く充実させてみてはどうかと考える。これ
も佐渡について当てはまり、佐渡で言うと宿根
木などは日本的な情緒を色濃く残しているので、
海外からの旅行者向けのガイドブックの充実な
どにより更に評価が高まるものと考える。
結語 
本稿では、2016 年度及び 2017 年度に行われ
た金沢についての海外からの旅行者を取り込む
ための研究について紹介した後、この研究を踏
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インバウンドを取り込むための観光に関する一考察
まえた著者の考察を述べた。日本人の評価と海
外からの旅行者の評価には、共通部分も多いが
異なる部分も多い。この 2 つを比較することに
よって、日本人には認識されているが、海外の
旅行者には認識されていない観光資源や逆に日
常生活の中で日本人には分からないが、海外か
らの旅行者には新鮮に見えるものなどを見出す
ことができ、その違いの要因などについても分
析をした。また、考察においては、学生の研究
を踏まえて、著者独自の目線で意見を述べた。
この際、新潟県が世界遺産登録を目指す佐渡金
銀山について、その方向性を見出すヒントとな
ると考えられるものについても示した。
今まで、海外からの旅行者の評価について、
季節別タイプ別の分析を行い、KH Coder などの
自然言語分析ソフトを用いて、Trip Advisor の書
き込みなどを分析して、評価の要因について考
察を加えてきた。今後、この分析結果をもとに、
他の地域の例などを参考にしながら、インバウ
ンドの取り込みについて多角的な見地からの提
案を行って行く予定である。また、この分析を
新潟県の佐渡の世界遺産登録に向けての研究に
も活かして行く予定である。
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